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窪

田

順

平

監

修

／

渡

邊

三

津

子

編 

『

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

環

境

史 

3

 

激

動

の

近

現

代

』 

臨

川

書

店 
 

二

〇

一

二

・

三

刊 

四

六 

三

〇

一

頁 

二

八

〇

〇
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本

シ

リ

ー

ズ

は

総

合

地

球

環

境

学

研

究

所

に

お

け

る

イ

リ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

成

果

で

あ

る

。

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

の

環

境

変

化

と

人

々

の

生

業

を

対

象

と

し

た

第

一

巻

と

露

清

帝

国

期

を

扱

っ

た

第

二

巻

に

続

い

て

、

本

書

は

社

会

主

義

体

制

期

以

降

を

対

象

と

す

る

。

近

現

代

を

扱

う

本

書

に

は

環

境

や

農

業

に

関

す

る

現

地

調

査

や

社

会

変

容

に

関

す

る

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

調

査

を

活

用

し

た

論

考

が

多

く

含

ま

れ

る

。

以

下

章

立

て

に

そ

っ

て

内

容

を

紹

介

す

る

。 

 

第

一

章

「

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

の

社

会

主

義

的

近

代

化

」

（

小

長

谷

有

紀

・

渡

邊

三

津

子

）

は

、

カ

ザ

フ

ス

タ

ン

と

モ

ン

ゴ

ル

に

お

け

る

社

会

主

義

体

制

下

の

経

済

変

化

を

比

較

す

る

。

自

然

条

件

や

開

発

投

資

の

果

た

し

た

役

割

に

注

目

し

、

穀

物

栽

培

中

心

と

な

っ

た

カ

ザ

フ

ス

タ

ン

と

牧

畜

業

が

維

持

さ

れ

た

モ

ン

ゴ

ル

の

間

に

差

異

が

生

じ

た

要

因

を

検

討

す

る

。 

 

第

二

章

「

社

会

主

義

体

制

下

で

の

開

発

政

策

と

そ

の

理

念

」

（

地

田

徹

朗

）

は

ソ

連

期

の

中

央

ア

ジ

ア

開

発

に

お

い

て

「

自

然

改

造

」

理

念

の

果

た

し

た

役

割

を

示

し

、

近

代

化

と

い

う

観

点

か

ら

ア

メ

リ

カ

に

お

け

る

農

業

・

水

利

開

発

と

の

比

較

を

行

う

。 

 

第

三

章

「

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

近

現

代

の

肖

像

」

は

四

節

よ

り

な

り

、

「

「

社

会

主

義

的

近

代

化

」

の

担

い

手

た

ち

が

み

た

地

域

変

容

」

（

渡

邊

）

は

カ

ザ

フ

ス

タ

ン

の

イ

リ

河

流

域

で

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

調

査

を

も

と

に

、

ソ

フ

ホ

ー

ズ

・

コ

ル

ホ

ー

ズ

の

形

成

と

解

体

の

過

程

を

再

現

し

、

社

会

主

義

的

近

代

化

が

地

域

に

何

を

も

た

ら

し

た

の

か

を

明

ら

か

に

す

る

。「

中

央

ア

ジ

ア

に

お

け

る

灌

漑

農

業

」

（

清

水

克

之

）

は

イ

リ

河

流

域

の

灌

漑

農

業

を

事

例

と

し

て

、

水

稲

―

畑

作

物

輪

作

の

問

題

を

分

析

す

る

。

塩

害

を

初

め

と

す

る

現

状

の

問

題

と

今

後

の

農

地

・

水

利

用

に

お

け

る

優

先

課

題

を

示

す

。
「

イ

リ

河

デ

ル

タ

の

地

域

生

態

史

」

（

阿

部

健

一

）

は

、

人

々

が

過

去

を

評

価

し

意

味

づ

け

る

作

業

を

「

歴

史

化

」

と

位

置

付

け

、

聞

き

取

り

調

査

か

ら

そ

の

状

況

を

検

討

す

る

。

稲

作

ソ

フ

ホ

ー

ズ

の

解

体

と

再

編

を

分

析

し

、

ソ

連

に

よ

っ

て

文

化

・

言

語

・

宗

教

の

異

な

る

人

々

が

集

住

さ

せ

ら

れ

た

ソ

フ

ホ

ー

ズ

を

地

域

か

ら

遊

離

し

た

「

異

化

空

間

」

と

捉

え

る

。

「

国

境

地

域

に

お

け

る

社

会

主

義

崩

壊

と

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

変

容

」

（

中

村

知

子

）

は

か

つ

て

中

ソ

国

境

地

域

で

あ

っ

た

ジ

ャ

ル

ケ

ン

ト

市

で

の

社

会

主

義

体

制

崩

壊

後

の

農

業

の

再

編

と

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

再

形

成

を

、

個

人

へ

の

聞

き

取

り

事

例

を

活

用

し

つ

つ

明

ら

か

に

す

る

。 

 

第

四

章

「

開

発

と

保

全

の

バ

ラ

ン

ス

を

求

め

て

」

は

二

節

よ

り

な

り

、

「

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

の

土

壌

と

生

産

生

態

基

盤

」

（

舟

川

晋

也

）

は

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

の

土

壌

状

況

を

踏

ま

え

農

耕

と

牧

畜

の

生

産

基

盤

に

つ

い

て

整

理

す

る

こ

と

で

、

ソ

連

期

以

来

の

開

発

の

問

題

点

を

提

示

し

、

農

牧

の

バ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

開

発

の

可

能

性

を

示

唆

す

る

。
「

乾

燥

・

半

乾

燥

地

域

の

水

資

源

開

発

と

環

境

ガ

バ

ナ

ン

ス

」

（

大

西

健

夫

・

地

田

）

は

ソ

連

期

の

ア

ラ

ル

海

と

バ

ル

ハ

シ

湖

の

開

発

を

自

然

要

因

と

人

為

要

因

の

双

方

か

ら

比

較

し

、

自

然

改

造

理

念

の

変

遷

が

両

地

域

の

開

発

に

も

た

ら

し

た

影

響

等

を

示

す

。 

 

本

書

に

は

地

域

の

開

発

に

対

し

て

具

体

的

提

言

に

踏

み

込

ん

だ

論

考

も

見

ら

れ

、

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

環

境

史

研

究

の

現

代

的

意

義

の

大

き

さ

を

示

し

て

い

る

。

本

書

に

お

い

て

示

さ

れ

た

多

様

な

ア

プ

ロ

ー

チ

は

、

社

会

主

義

体

制
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下

の

開

発

が

中

央

ユ

ー

ラ

シ

ア

社

会

に

残

し

た

影

響

を

考

え

る

際

に

重

要

な

参

照

軸

と

な

る

だ

ろ

う

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

植
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暁
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